
（1） 第 370 号 全 大 教 新 聞 （毎月 10 日発行）2020 年 4 月 10 日

教員の研究・教育・勤務条件

アンケートのお願い
改善に関する

国公立大学 大学共同利用機関国公立高専

2020年 3月開始

7月15日終了 !!

http://zendaikyo.or.jp/?page_id=996↓回答ページ
（5分くらいです）
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大
学
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員
組
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交
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医
療
３
単
産
共
闘
の
国
会
議
員
要
請
行
動
を
実
施
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日
本
古
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駅
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と
そ
の
崩
壊
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国
家
公
務
員
定
年
延
長
、
私
た
ち
は
ど
う
な
る
？
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単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 

東
京
農
工
大
学

　
　

「
弁
護
士
を
お
招
き
し
て
勉
強
会
」

 

和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　

「
組
合
活
動
と
福
利
厚
生
活
用
法
」
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わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　

こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
研
究
・
教
育
費
の
変
化
を

メ
イ
ン
と
し
た
、
教
員
を
め
ぐ

る
状
況
の
変
化
（
悪
化
）
を
明

ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

研
究
・
教
育
費
の
削
減
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す（
な

お
、
過
去
３
回
に
わ
た
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

全
大
教
で
報
告
書
を
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
）。

　

し
か
も
、
近
年
で
は
、
専
門

業
務
型
裁
量
労
働
制
が
適
用
さ

れ
て
い
る
大
学
教
員
の
業
務
で

も
、
授
業
（
準
備
）
や
学
生
指

導
な
ど
の
教
育
業
務
や
、
大
学

の
管
理
・
運
営
に
か
か
わ
る
会

議
や
入
試
業
務
な
ど
と
い
っ

た
、
研
究
活
動
以
外
の
「
非
裁

量
的
業
務
」
が
増
加
し
て
い
る

と
の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

自
由
な
研
究
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
所
定
の
勤
務
時
間
を
は

る
か
に
超
え
て
残
業
し
た
り
、

深
夜
・
休
日
に
も
出
勤
し
た
り

な
ど
、
教
員
の
健
康
を
損
ね
る

　

全
大
教
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
０
０
８
年
か
ら
４
年
ご
と

に
、
国
公
立
大
学
・
高
専
・
大
学
共
同
利
用
機
関
に
勤
務

す
る
全
教
員
（
非
常
勤
教
員
等
を
含
む
）
を
対
象
と
し
て
、

研
究
・
教
育
・
勤
務
条
件
の
改
善
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

よ
う
な
勤
務
状
況
も
一
部
の

大
学
か
ら
は
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
働
き
方

改
革
」
に
伴
う
労
働
時
間
の

状
況
の
把
握
も
強
化
さ
れ
始

め
、
教
員
の
研
究
・
教
育
・

勤
務
条
件
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
大
学
教
員

み
な
さ
ん
の
リ
ア
ル
な
勤
務

状
況
、
特
に
、
勤
務
時
間
に

お
け
る
研
究
時
間
の
割
合

や
、
自
由
な
研
究
時
間
を
確

保
す
る
た
め
の
要
求
を
把
握

し
、
文
科
省
な
ど
へ
の
要
請

や
社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報

は
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

  （
教
員
部
長　

小
暮 

修
三
）

　

会
見
で
全
大
教
は
、
事
態
の

終
息
に
む
け
て
協
力
し
て
い
く

立
場
を
表
明
し
た
上
で
、
教
職

員
の
就
業
に
関
す
る
要
望
と
し

て
、
感
染
対
策
対
応
に
あ
た
る

教
職
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
は
じ

め
、
感
染
と
そ
の
対
策
に
伴
う

休
暇
等
へ
の
有
給
対
応
、
授
業

開
始
延
期
の
場
合
の
適
切
な
代

替
策
と
手
当
支
給
な
ど
を
要
望

し
ま
し
た
。

　

学
生
の
修
学
・
学
習
機
会
や

教
育
・
研
究
活
動
に
関
す
る
要

望
と
し
て
、単
位
認
定
や
卒
業
・

修
了
に
影
響
が
及
ば
な
い
措

置
、
対
面
講
義
が
困
難
な
場
合

の
柔
軟
な
講
義
対
応
、
学
生
に

経
済
的
影
響
が
あ
っ
た
場
合
の

授
業
料
等
納
付
時
期
の
弾
力
的

対
応
と
経
済
的
支
援
、
内
定
取

り
消
し
の
防
止
や
就
職
活
動
へ

の
支
援
、
十
分
な
感
染
対
策
の

上
で
の
適
切
な
学
内
施
設
の
利

用
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
応
を
各

法
人
が
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
文
科
省
か
ら
各
法

人
へ
要
請
す
る
こ
と
及
び
各
法

人
で
の
経
済
的
負
担
に
つ
い

て
、
政
府
が
責
任
を
も
っ
て
対

応
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

文
科
省
は
、
問
題
意
識
を
共

有
す
る
と
し
て
、
全
大
教
か
ら

の
要
望
と
政
府
全
体
の
動
き
を

踏
ま
え
つ
つ
対
応
し
て
い
く
旨
、

回
答
し
ま
し
た
。

　
　
　

   （
書
記
長　

永
井 

信
）

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
2
月
28
日
と
3
月
18
日
、
文
部

科
学
省
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
、
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
鳥
畑
中
央
執
行
委
員
長
、
永
井
書
記
長
。

文
科
省
か
ら
は
、
北
岡
国
立
大
学
法
人
支
援
課
課
長
補
佐
、
松

下
国
立
大
学
法
人
支
援
課
専
門
職
が
出
席
し
ま
し
た
。

２０２０年３月１８日（文科省会議室）


